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１．はじめに 

 アスファルト舗装における繊維材の代表的な適用例は，リフレクションクラック抑制シートの基材である．

これまでの実績としては，ガラス繊維が多く運用されている．ガラス繊維は優れた柔軟性と高い引張強度を有

しているため，応力緩和の観点からは有用である．しかしながら，将来的に当該シートの適用箇所を修繕する

場合，発生するガラス繊維を含む切削廃材は，再生骨材としての運用が難しく，その処理が課題とされている． 

一方，コンクリート部材の補強材として，火成岩の一種である玄武岩を原材料としたバサルト繊維の適用が

昨今盛んに検討されている 1)．バサルト繊維はガラス繊維と同等以上の引張強度を有することや，鉱物由来の

組成であることなどの特徴を鑑み，著者らは前述したガラス繊維の代替としてバサルト繊維が有望であると

考えている．本検討では，再生アスファルト混合物内にバサルト繊維が混入した場合を想定し，その基本的な

物性を評価して混入することの影響について調査した． 

２．バサルト繊維の概要と基本物性 

 バサルト繊維は，玄武岩を破砕後に 1500 ℃で溶融

し，吐出または遠心紡糸することにより製造される．

製造した繊維は，所定の本数を束ねてロービングとし，

図-1 に示す短繊維材や図-2 に示すグリッド材として

加工されて利用される．そのほか，様々な工業製品の

補強材としても活用されている． 

 本検討では，図-1に示す 528 tex（1 texは繊維長 1000 

mあたりの質量が 1 gを表し，当該繊維質量は 1 mあ

たり 0.528 g）の繊維材を対象とし，混合物に混入して

物性試験を行った．当該繊維材は単繊維を集束したも

のであり，図-3に示すように指圧程度の外力で容易に

原糸の単繊維へほぐれる状態となる． 

バサルト繊維の基本物性を理解するため，走査電子

顕微鏡による繊維表面形状の観察および元素分析

（JISK0132，K0050 SEM EDX 法準拠）を行った．繊維

表面の状況を図-4に示す．図より，繊維表面に凹凸は

見られず，極めて平滑であることが確認できる．また

元素分析結果を表-1に示す．表中に示す原子数濃度は，

測定された元素の多い順に 4 元素を示している．比較

対象として，道路舗装用の 6 号砕石として運用してい

る硬質砂岩の分析結果 2)を合わせて示す．分析結果よ

り，本検討で対象としたバサルト繊維の組成は，一般

的な硬質砂岩と同様であることが確認される． 

 

 
図-1 短繊維材外観 

 
図-2 グリッド材外観 

 

 
図-3 繊維のほぐれ 

 
図-4 繊維表面 

 

表-1 元素分析結果 

元素 
原子数濃度（%） 

バサルト繊維 硬質砂岩 

O 67.2 67.6 

Si 17.8 18.8 

Al 6.2 6.4 

Na 3.2 3.1 
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３．バサルト繊維の剥離抵抗性評価 

 一般的に，骨材表面形状が粗いほどアスファルトの

剥離抵抗性は高いといわれている．また，骨材のシリ

カ（Si）含有量が多いほどアスファルトの剥離抵抗性

は低いと考えられている 3)．これらの知見に基づくと，

走査電子顕微鏡の観察結果から，バサルト繊維が混入

することにより，そのアスコンの剥離抵抗性低下が懸

念された．そのため，静的剥離試験を実施した． 

 試験方法は，舗装調査・試験法便覧に記載の A017粗

骨材の剥離抵抗性試験方法を参考とした．所定の温度

に加熱したアスファルトへ繊維材を直接浸すことによ

り被膜し，繊維に被膜したアスファルト質量と剥離に

より損失したアスファルト質量の比によって，剥離率

の評価を行った．なお，試験に用いた繊維長は 100 mm

（内，端部 15 mmは掴み部として未被膜）とし，アス

ファルトはストレートアスファルト60/80を使用した． 

バサルト繊維のアスファルト被膜状況の一例を図-5

に示す．繊維材側方の被膜厚が薄いと考えられる部分

以外は，アスファルトの被膜が確認できる．サンプル

とした繊維材 5 本の平均剥離率は 1.4 %であり，当該

繊維材は十分な剥離抵抗性を有していると評価される． 

４．バサルト繊維が混入した混合物の物性評価 

4.1 マーシャル安定度試験 

 バサルト繊維が混入した切削廃材を再生骨材として

用いた場合を想定し，そのマーシャル安定度試験を実

施した．対象混合物は密粒度アスファルト混合物（13）

とし，OAC 5.4 %の標準配合に対して，長さ 10 mmの

バサルト繊維を外割にて 0.1 %および 0.2 %混入した 

供試体を作製した．混入率の目安として，図-2に示す

10 mm 角のグリッド材を表基層界面の全幅に適用し，

深さ 5 cm切削した場合の混入率は約 0.1 %である．な

お，混入した繊維材は事前にアスファルトで被膜する

ことなく，ドライミキシング時に所定の量を混入した． 

マーシャル安定度試験の結果を表-2に示す．繊維材

を 0.2 %混入した供試体について，残留安定度が 75 %

を下回る結果となった．試験後の供試体内部の状態を

図-6に示す．僅かではあるが，繊維材を 0.2 %混入し

た供試体において，剥離している骨材が確認された．  

4.2 ホイールトラッキング試験 

 前述と同様の配合条件で供試体を作製し，ホイール

トラッキング試験を実施した．試験結果を表-3に示す．

標準供試体はバサルト繊維を混入していないアスコン

である．繊維材混入率の増加に伴って，動的安定度が 

被膜部 

 
アスファルト被膜後 

 

 
水浸後 

図-5 繊維材のアスファルト被膜状況（倍率：50倍） 

 

表-2 マーシャル安定度試験の結果 

供試体 

（繊維混入率） 

繊維混入率 

0.1 % 

繊維混入率 

0.2 % 

安定度 

（kN） 

標準 9.9 10.6 

水浸 7.6 6.8 

残留安定度（%） 76.5 64.1 
 

 
繊維混入率 0.1 % 

 

 
繊維混入率 0.2 % 

図-6 水浸マーシャル安定度試験後の供試体 

 

表-3 ホイールトラッキング試験の結果 

供試体 

（繊維混入率） 
標準 

繊維混入率 

0.1 % 

繊維混入率 

0.2 % 

動的安定度 

（回/mm） 
615 850 1398 

 

向上する傾向がみられる．この要因として，混入した繊維

が混合物内でほぐれて分散することにより，骨材粒子の動

きを抑制し，塑性流動抵抗性が向上したものと考えられる． 

５．おわりに 

 バサルト繊維が再生混合物に混入した場合の基本物

性について，いくつかの知見を得た．繊維の混入率が

増加するとアスコンとして剥離抵抗性は低下するもの

の，塑性流動抵抗性は向上することから，再生混合物

への混入時は，最適なアスファルト量の検討が必要で

あると考えられる．引き続き，ガラス繊維の代替とし

て，バサルト繊維の適用性について検討を進めていく． 
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